
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ お母さん方の心意気と
活動の概要について説明     

いただきました 

右上 スライドを使っての           
活動事例の説明 

｢七つ道具入れ｣贈呈事業

こ
と
し
の
全
国
一
斉
・
春
の
交
通
安
全
運
動
は

４
月
６
日(

金)

～
１５
日(

日)

の
期
間
と
な
り
ま

す
。 例

年
ど
お
り
、
期
間
中
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
あ
ん
し
ん
生
活
部
会
員
の
ほ
か
、
各
集
落
か
ら

選
出
さ
れ
た
交
通
安
全
協
会
・
津
房
分
会
の
役
員

各
位
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
会
の
メ
ン
バ
ー
に

も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
合
同
で
の
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
の
呼
び
掛
け
と
津
小
児
童
の
登
校
見
守
り

を
行
い
ま
す
。 

こ
と
し
は
津
房
小
に
８
名
の
新
入
生
と
の
た
い

へ
ん
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
、
新
入
児
童
た
ち

が
通
学
に
慣
れ
る
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
特
に
配

慮
し
た
い
も
の
で
す
。 

役
員
各
位
に
は
、
通
勤
時
間
帯
に
六
郎
丸
交
差

点
で
の
街
頭
呼
び
掛
け
へ
の
出
役
お
願
い
と
、
ご

出
役
日
を
記
し
た
ハ
ガ
キ
を
後
日
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
８
人
が
並
ん
で
登
校
す
る
シ

ー
ン
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

高
齢
運
転
者
の
増
加
や
国
道
の
交
通
量
増
加
に

よ
る
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
る
状
況
に
も

拘
わ
ら
ず
、
活
動
へ
の
参
加
率
が
年
々
低
下
し
、

運
動
の
停
滞
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
当
記
事
で
も

重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。 

さる３月６日(火)、女性部会員と婦人ボランティアグループ、ふるさと振

興部会役員の有志、会長と事務局員二人、引率役の市・観光まちづくり課の

行政職二人から成る総勢２０名で他団体への日帰り研修に出かけました。 

研修先は佐伯市の中心部から蒲江に抜ける県道３７号線の中間位置にあた

る青山地区の｢青山女性百人会｣で、津房地区同様に過疎化と高齢化が進行し

て地区の活力低下が著しいなか、（熟年）女性グループが中心になって｢青山

ピンコロの会｣（いつまでもピンピン元気に、コロコロ笑おうとの意）を立ち

上げ、７集落からなる地区の高齢者や子育て世帯の健康づくり、地元産農産

物や手作り餅の物販・宅配・見守り・子育て支援などの幅広い活動を行う拠

点として、空き家を活用した｢青山ピンコロ軒｣を運営、活発なまちづくり活

動を行っています。 

（ちなみに同地区の青山小学校は佐伯市の最小規模校で、全校児童数７人と

のこと、宇佐市の最小規模校である津小より少ないです） 

熟年のお母さん方そろって“自分の生きがいづくりを兼ねて取り組んでい

ます”との心意気や、幅広い活動内容についてのご説明を拝聴、参加者全員

が“津房も頑張るで！”との元気と勇気を頂いた研修会となりました。 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

ご意見などお寄せ願います。 

 

 

全員集合写真 → 

当協議会は旧津房農協の加工場（津房公民館横）

を借用してリサイクル資源回収活動を行っていま

す。２４時間いつでもご利用可能ですから、アル

ミ缶、古紙、一升瓶などをお持ち寄りください。  

（収益金の半額を津房小へ贈呈しています）

 

地区内のスポットを巡る探訪ツアーを毎年開催しています

が、今号ではツアーの概要についてのみお知らせし、詳細な

探訪先とコースについては開催直前にお届けする次号でお

知らせすることにします。 

☆ われらが津房に在りながら、ふだん訪ねる機会が少ない

スポットを組み合わせたツアーを計画中です ☆ 

今回の予告を各位の予定表に記入いただき、大勢の方の

ご参加下をお待ちしています。 

開催日時：４月２９日（日）９：００～１４：００ 

  集合場所： 津房地区公民館 

  探 訪 先： 津房の西部集落の活性化に貢献している 

事業所巡りで、合計徒歩距離 約６km 

メガネ、テレビのリモコン、車の鍵、携帯電話、運転免

許証などの身の周り品の置き場所を忘れ、アチコチと捜し

廻ることは誰でも良く経験することで、特に高齢になると

その頻度は上がります。 

そこで、ご高齢者の生活の便宜を図る事業として、日常

生活で良く使う身の回り品を一括して収納しておくため

の木製の手提げボックス（｢七つ道具入れ｣とネーミング）

を当協議会の木工工房｢あんき工房｣で製作し、贈呈して

きました。 

これまで、独居の高齢者を最優先として贈呈したのち、

対象者の条件を拡大しながら合計２４０個ほど贈呈した

結果、 ７０歳以上の高齢者のみ世帯への贈呈をほぼ完了

しました。 

（贈呈済みの多くの方から ｢捜し廻る回数が減って重

宝しちょるで｣ との高評価を頂いています） 

そして現在は 対象者を６５歳上の高齢者がいる全世帯  

（若い同居者の有無に関係なく）に拡げて贈呈しようと、

最終ロット分を製作中です。 

対象世帯についての情報は各集落の区長さんへ別途お

問い合わせ確定しますが、もし 

５月末になっても贈呈品が届かない 

場合は、何らかの手違いの可能性が 

ありますので、当協議会の事務局へ 

お問い合わせ願います。 

 

リサクル資源
回収活動への

ご協力を！ 

第２６号 平成 30 年３月 

発行：津房地区まちづくり協議会 

事務局：津房地区公民館内 

電話：４８－２００１ 

六郎丸交差点で
街頭呼びかけ 

右上 スライドで活動

事例のご説明 

↑ お母さん方の心意気と

活動概要にについてご説明 


